
本宮市コミュニティ・スクール 推進計画

コミュニティ・スクールでめざす

本宮市では、本宮市教育振興基本計画の基本理念「笑顔 あふれる 共育のまち もとみや

～夢・生きがいを持ち、共に育み、共に育つ教育を目指して～｣を受け、「子どもと地域の夢を

未来へつなぎ、みんなが笑顔になるコミュニティ・スクール」をめざし、学校運営協議会制度を

活用した｢地域とともにある学校｣づくりを進めていきます。

子ども・学校・地域 の姿



本宮市教育委員会

協議会の設置

委員の任命

協議会の適正
な運営を確保
する措置

福島県教育委員会

教職員の任用

（学校運営協議会の
意見を尊重）

複数校について

学校運営協議会は保護者や地域住民により構成され、学校運営の基本方針を承認したり、

学校運営に関する意見を学校や教育委員会に述べたりすることができます。

全国の公立学校の２１．３％、7,601校がコミュニティ・スクールを導入しています。

コミュニティ・スクールとは学校運営協議会 が設置されている学校です。

２０２０年４月 本宮二中・岩根小学校に導入

２０２０年５月 本宮一中学区の各校にＣＳ推進委員会を設置

２０２１年４月 本宮一中学区の各校に導入

２０２１年５月 白沢中学校区の各校にＣＳ推進委員会設置

２０２２年４月 白沢中学校区の各校に導入

（五百川小学校は２０１９年４月に導入済み）

（連絡先）本宮市教育委員会 教育総務課

〒969-1192 本宮市本宮字万世212番地

電話：0243-24-5441（直通）（総務係） Email kyouikusoumu@city.motomiya.lg.jp

校長

保護者の代表・地域住民

～コミュニティ・スクールのしくみ～

学校運営の基本方針

学校運営・教育活動

説明

意見・承認

保 護 者 ・ 地 域 住 民

意見情報提供の努力義務

学校運営に

関する意見

教職員の任用に

関する意見

（委員）

情報提供
支援活動

学校運営に資する活動を行う者など

① 校長が作成する学校運営の基本方針を承認する

② 学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることができる

③ 教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、

学校運営協議会の主な役割

教育委員会に意見を述べることができる

学校運営

A小学校 B小学校

C中学校

（令和元年５月１日現在）

協議会

一つの協議会の設置が可能



学ぶ

コミュニティ・スクールの取り組みを通して、

人・時間・仕組み・組織などをつなぐ。

学校や地域の課題解決を通して、

新たな方法・新たな価値などを生み出す。

生み出す

つなぐ子どもの学びを豊かにする取り組みや

子どもの学びの姿から大人も学ぶ。

本宮市コミュニティ・スクールの３つの要素

学校と企業の連携

・出前授業

・職場見学・体験

・資源回収への協力

学校と関係団体の連携

・各小中学校

・学校支援地域本部

・ＰＴＡ

・見守り隊

・もとみやかるた

・まち探検

・ふれあいサロン訪問

地域のよさを学ぶ

子どもたちの登下校の安全確保

・安全マップ作り

・子ども見守り隊

・交通安全教室

地域の人から学ぶ

・書き初めの指導

・農業体験

・生け花教室

・昔遊び

・校内装飾

・読み聞かせ

・裁縫指導

茶道体験

もとみやかるたの練習

さつまいもの収穫

登下校の見守り登校班で危険個所の確認

まち探検の引率ボランティア

昔遊び（お手玉）

子どもたちと向き合う時間の確保

（印刷・掲示物などの支援）

・部活動の外部コーチ

・恒例行事の見直し

・校務支援ボランティア

職場体験（消防署）

太々神楽体験

職場体験
（スーパーマーケット）

校務支援ボランティア
（かけ算九九の聞き取り）

・茶道体験

伝統文化の継承

・太々神楽の体験

・和楽器の体験

・地域祭礼


